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今後、長期的視点を踏まえたダムの維持管理をより効果的・効率的に推進していくためには、施設の特
性・実態を踏まえた『ダムの長寿命化計画』を策定し、保全対策を実施していくことが重要です。  

当社では、ダムの長寿命化に関する豊富な実績と経験を活かし、各ダムの維持管理に関する特色を分
析の上 ,『施設の延命化』・『維持管理コストの縮減』を目的とした計画的な維持管理計画を提案します。  

管理ダムの現状 

ダダムムのの長長寿寿命命化化計計画画  
～～   施施設設のの延延命命化化とと維維持持管管理理ココスストトのの縮縮減減   ～～   

ダム 
長寿命化 

  ダムの建設は高度経済成長期にピークを迎えており、

今今後後完完成成後後 5500 年年をを迎迎ええるるダダムムがが増増大大します。 

  一方、ダムの管理設備は建設後数十年から電気通信設

備や放流設備の補修更新を伴うため、今後、各種管理

設設備備のの修修繕繕やや更更新新にによよるる支支出出増増がが懸懸念念されます。 

  今後の限られた予算の中で、ダム機能を維持しなが

ら、効率的に維持管理を行なうには、施設の延命化と

維持管理予算の縮減を目的とした維維持持管管理理計計画画のの立立案案

がが必必要要です。 
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管理開始 10年を超えると、

更新が発生 

(特にダムコンや通信設備) 
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管理ダムの維持管理費(イメージ図) 

40～50 年を超えると、放流

設備の大規模更新が発生。 

長寿命化計画策定による効果 

当社が御提案する『ダダムムのの長長寿寿命命化化計計画画』は、これまでのダムの維持管理に関する課課題題をを整整理理し、

今今後後のの方方向向性性、、具具体体的的なな手手法法を定めたものです。 

 長寿命化計画策定により、以下の効果が期待されます。 

1.施設の長寿命化、維持管理費用の縮減 

  施設の重要度に応じた予防保全・事後保全の考えに基づいた維維持持管管理理計計画画を導入すること

により、施施設設のの安安全全性性をを確確保保しつつ、維維持持管管理理費費のの縮縮減減・・平平準準化化、、ラライイフフササイイククルルココスストト

（（ＬＬＣＣＣＣ））のの最最小小化化が図られます。 

2.今後の予算計画や情報公開への活用 

 維持管理計画を予算計画に反映することにより、予予算算確確保保のの必必要要性性がが明明確確になります。また、

一般住民に対しての情情報報公公開開やや説説明明責責任任へへのの資資料料としても活用可能です。 
3.施設データの整備・共有化 

  維持管理に必要なデータ（施設データ、点検補修データ等）を収集整備することにより、

ダダムム管管理理情情報報のの集集約約が可能となります。また、事務所間での情報共有も可能です。 
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システム導入に伴う維持管理費の縮減・平準化のイメージ 



 

 

 

業務 
実績 

技 術 提 案

ダムの長寿命化計画検討の流れ 

柳瀬ダム総合点検外業務  ※  四国地方整備局  ：平成25年度  
北上川ダム維持管理計画検討業務（四十四田、御所ダム）  東北地方整備局  ：平成27年度  
利根川ダム長寿命化計画策定業務（藤原、相俣、薗原ダム）※  関東地方整備局  ：平成27年度  
横山ダム長寿命化計画資料作成業務  中部地方整備局  ：平成27年度  
紀の川ダム統管管内長寿命化計画とりまとめ業務  近畿地方整備局  ：平成27年度  
令和2年度管理ダム維持管理調査設計他業務  ※  等  沖縄総合事務局  ：令和元～5年度  
ダム長寿命化計画策定業務（県内6ダム）  滋賀県   ：平成25～27年度  
長寿命化計画策定業務（稲葉、玉来、黒沢、安岐ダム）  大分県   ：令和５年度  

ダムの長寿命化計画は、｢｢機機械械設設備備｣｣、、｢｢電電気気通通信信設設備備｣｣、、｢｢土土木木構構造造物物｣｣のそれぞれの要領に基づき検討

します。そのうち、｢機械設備｣、｢電気通信設備｣における長寿命化計画検討の流れを以下に示します。 

設備の実態を把握し、健健全全度度をを評評価価した上で、設設備備更更新新のの優優先先度度をつけることにより、ダダムムのの安安全全性性

確確保保とと維維持持管管理理ココスストトのの低低減減をを両両立立させます。 

設備の実態把握 
(資料整理、点検など) 

設備の健全度評価 

設備の更新優先度評価 
(更新計画の検討) 

維持管理計画の作成 
(更新年次計画の検討) 

機械設備 
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右上が優先度大  

『ダム用ゲート設備等点検・ 
整備・更新検討マニュアル(案)』 

使用条件：使用頻度等の指標  
環境条件：設備が故障しやすい環境下に  

あるかの指標  

点検記録または劣化診断結果から、  

設備の劣化度を数値化  

⇒更新優先度評価の対象設備を抽出

リスク
(設備の故障による影響度 )  

サービスレベル
(メンテナンスの迅速性等 )

コスト
 設備のイニシャルコスト・

ランニングコスト

3つの観点から更新計画を検討 

（全体更新、部分更新、継続使用） 

【機械設備・電気通信設備の長寿命化計画の検討の流れ】 

ダダムムのの安安全全性性確確保保とと   
管管理理ココスストトのの低低減減をを両両立立   

健全度評価 内容
○ 継続使用可能

△
現状では支障はないが、
数年のうちに更新が必要

× 即時修繕が必要

設備の補修・更新 

『電気通信施設 
維持管理計画指針（案）』など 

●関連指針

電気通信設備 

ダムの長寿命化計画 

電気通信設備 土木構造物 機械設備 

△  
優先度を検討  

○  
優先度低  

× 
最優先  

点検記録を基に設備の健全度を評価 

●健全度の評価

●優先度の評価

●関連指針

●健全度の評価(ストック基本評価)

●更新計画の検討

お 問 い 合 せ 先 及 び 技 術 担 当

https://www.ctie .co. jp/  

■お問い合わせ先：東京本社  営業部

〒103-8430 東京都中央区日本橋浜町3-21-1（日本橋浜町Fタワー） 

■お問い合わせメールアドレス：leaflet@ctie.co.jp

■技術担当：東京本社ダム部、大阪本社ダム部、九州支社ダム部
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その他 

ダム総合点検により

維持管理方針を策定  

( ダ ム 総 合 点 検 実 施

要領基づく)  

ダム管理フォローア

ップ等の反映  

※局長表彰を受賞

○国土交通省等

○地方自治体


